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総人口約９０００万人
生産年齢人口約４７００万人

52％

未来の課題はわかっている

経済
問題

政治
問題

世界



世界人口
は増加

未来の課題はわかっている

資源
問題

食料
問題

世界



手段:人財(知識・経験)の循環
目的:世界の中でみんなが経済で困ることなく、少子高齢化の日本の中で

幸せに生きがいを持てる社会の創造

大学入学

就職 家族

就職したと
きに夢を語
れ、実践で
きる能力

自分の仕事
を通じて社
会を良くす
る能力

自分だけで
なく家族を
大切に幸せ
にする能力



人口減少はとまらない
だからといって放置してはいけない

課題解決の本質的な議論を

人口増加に縛られてはいけない



時間軸は今でなく未来



今、私たちは大学生です

大学生としてできる未来の課題解決を実践



知識 経験

先輩から後輩に

一人一人 仲間に



人財の循環学内 地域



夢なき者に理想なし
理想なき者に計画なし
計画なき者に実行なし
実行なき者に成功なし

吉田松陰の松下村塾としてはたったの2年《子弟に講義を含めても3年》

周南公立大学松下村塾模築



夢なき者に理想なし

自分たちが
未来の人財に成長するとともに
未来の人財を育てる役割も担い
未来の課題を一緒に解決していく



一期生でSDGsアンバサダーを立ち上げ
重点課題はカーボンニュートラルと人口減少

菅谷拓海《2年経済》
SDGsアンバサダー設立者

廣瀬彩乃《2年経済》
ブルーベリーカーボンプロジェクト提案者

《やさしさと思いやりのバトンを未来につなぐ活動》



大学入学

就職したと
きに夢を語
れ、実践で
きる能力

大学時代にやらなければならないこと
大学時代にやれること
大学時代にやりたいこと
人財として成長

未来を真剣に考える



大学生が注ぎ続けるシャンパンになる



理想なき者に計画なし



夢・理想を学内FDSDセミナーで発表



計画なきものに実行なし



住吉中でSDGsワークショップ開催地域
連係

独自の活動・挑戦



学内で手話教室主催地域
連係

独自の活動・挑戦



新南陽高校のインターンシップ共同運営地域
連係



様々な子ども食堂と連携して参加地域
連係



実行なきものに成功なし

仮説と検証

大学生が学んだ知識を活用して自分たちが考えて地域活動することで、
自分たちはもちろん地域の子どもたちも楽しく人財として成長すること
ができ、自分たちの未来の課題を自分たちで解決することができる



ブルーベリーカーボンプロジェクト
独自の活動・挑戦

菅谷拓海《2年経済》
SDGsアンバサダー設立者

西部晴香《2年経済》
ブルーベリーカーボンプロジェクト実行委員長

地域
連係



ブルーベリーカーボンプロジェクト
独自の活動・挑戦

井上鳳斗《2年教職》
SDGsアンバサダー代表

西部晴香《2年経済》
ブルーベリーカーボンプロジェクト実行委員長

地域
連係



①周南公立大学生入学記念植樹《毎年》

ブルーベリー
販売収益の一
部で持続可能
な学生活動へ

②地域全体でカーボンニュー
トラルに取り組むまちにする

動物園様にシンボルツリーと
してブルーベリー寄贈

徳山商工会議所様後援
新南陽商工会議所様後援
地域企業が参加して
ブルーベリーを育てる

カーボンニュートラル啓発活動

大学生が大学で学んだ知識を活用して地域課題を解決する
周南全域の子ども食堂団体ちるちあネットと連携

・貧困問題
・不登校
・経済問題
・食料問題
・教育格差等

③ブルーベリー

販売収益の一
部で持続可能
な学生活動へ

実行委員会が運営

③人口減少の対策の一つとして子ども食堂や学童な
どで子育て環境をサポートする《こどもまんなか》

SDGs活動を通じて学生
と地域団体の交流の場
にしていく

毎年記念植樹を続けていく事で
増えていくブルーベリーを
将来は大学を市民のブルーベリー
狩りの空間にして交流の場に

小中学校でもブルー
ベリーを育てるまち

事業所でもブルーベ
リーを育てるまち

家族が自宅でブルー
ベリーを育てるまち



学内で子ども食堂立ち上げ
独自の活動・挑戦

地域
連係

藤原一花《2年経済》
SDGsアンバサダー

子ども食堂笑く咲くプレイス設立者

2回目昨年11月



初回は子ども2人・評価基準は人数ではない

初回昨年10月



今年1月14日

感謝と思いやりを持ち自己成長することが出来たか



子ども食堂は手段/目的ではない

例え応募100人でも成功ではない

感謝・思いやりを持った人財として成長
サークル化することで学内循環



すごろくゲームを制作し寄贈
独自の活動・挑戦

木村咲穂・國吉 宥乃・髙野葵・藤原一花
SDGsアンバサダー（すごろくプロジェクト）

地域
連係



桜ケ丘高校こどもまんなか宣言勉強会
《現在進行中》

独自の活動・挑戦

原天音《2年教職》・菅谷拓海《2年経済》
SDGsアンバサダー（桜ケ丘こどもまんなかプロジェクト）

地域
連係



人財
循環

桜ケ丘高校生が
子ども食堂に参加

大学生から高校生に



自己成長するために行政活動も積極的参加



市民ライター3期生

廣瀬彩乃《2年経済》
ブルーベリーカーボンプロジェクト提案者

髙野葵《1年福祉》笠原匠翔
SDGsアンバサダー子ども食堂実行委員会

2期生として西部晴香《2年経済》
ブルーベリーカーボンプロジェクト実行委員長



周南市男女共同参画基本計画「すまいるプラン周南」

男女共同参画情報誌「じょいんと」編集委員

菅谷拓海《2年経済》
SDGsアンバサダー設立者

過去のじょいんと
製本見本

中谷歩美《1年経済》
SDGsアンバサダー



周南市20歳の記念式典実行委員

菅谷拓海《2年経済》
SDGsアンバサダー設立者



周南市まちづくり総合計画審議会委員

井上鳳斗《2年教職》
SDGsアンバサダー代表

山口新聞に寄稿
東流西流（9回）

原天音《2年教職》
SDGsアンバサダー



●●《2年経済》
SDGsアンバサダー

周南市行政改革審議会委員



大学生として何をするべきなのか？
大学生として何ができるのか？
大学生として何がしたいのか？

正しく読む力を持ち、未来の課題を解決しよう



感謝と思いやりを持ち、人に頼ることが大切

学び・経験を積み

人財になるために

自分たちで考え行動し

失敗しながら諦めることなく



現在所属は100人を越えました



学長に様々な活動は報告



徳山中央ライオンズの学生支部設立
独自の活動・挑戦

地域
連係

SDGsアンバサダー（代表・井上鳳斗/2年教職）
を窓口に全学生が参加可



時間軸は今でなく未来

例えば結婚して子供が誕生した未来



結婚

未来の

自分
家族



子供誕生

未来の

自分
家族

子供にはいつも笑顔で幸せでいて欲しい



子供が幼稚園

未来の

自分
家族

やさしい先生に
あたって欲しい



子供が小学校

未来の

自分
家族

素敵な先生から
学んで欲しい



子供が高校・大学

未来の

自分
家族

能力ある先生から
学んで欲しい



子供が就職

未来の

自分
家族

楽しくやりがいの
ある仕事をして欲
しい



子供が介護生活

未来の

自分
家族

やさしい人に看護さ
れ、最後まで幸せに
暮らして欲しい



立場を変えて未来をみると



今、私たちは大学生です

次のステップは就職です



保育士として
子どもたちを
笑顔で楽しく
成長させる

次のステップ

就職
仕事にやりがいを持ち
地域に貢献していくのか

子供をいつも笑顔で幸せにする仕事

未来の自分たち
自分も幸せに人を幸せに



小学校の
先生として
子どもたちに
楽しく笑顔で
成長させる

仕事にやりがいを持ち
地域に貢献していくのか

未来の自分たち
自分も幸せに人を幸せに

次のステップ

就職

子供をいつも笑顔で幸せにする仕事



高校・大学の
先生として
次世代を担う
人財を育てる

仕事にやりがいを持ち
地域に貢献していくのか

未来の自分たち
自分も幸せに人を幸せに

次のステップ

就職

若者をいつも笑顔で幸せにする仕事



介護職として
介護を必要とする
人・その家族を笑
顔で楽しく安心し
て暮らせるように

仕事にやりがいを持ち
地域に貢献していくのか

未来の自分たち
自分も幸せに人を幸せに

次のステップ

就職

高齢者をいつも笑顔で幸せにする仕事



社会人として
自分の仕事に
誇りをもって
楽しく笑顔で

仕事にやりがいを持ち
地域に貢献していくのか

未来の自分たち
自分も幸せに人を幸せに

次のステップ

就職

みんなをいつも笑顔で幸せにする仕事



自分の仕事
を通じて社
会を良くす
る能力

社会人としてやらなければならないこと
社会人としてやれること
社会人としてやりたいこと

就職

人財として成長

自分の為、
人の為になる
働き方・仕事・人生



自分の為、人の為にな
る働き方・仕事・人生

「利他の心」を実践する経験が大学時代





企業の営利活動と社会貢献は矛盾すると
いう見方があります。しかし、そもそも
企業は利益をあげずに社会に貢献するこ
とはできません。





夢と希望を叶えるためには、一歩一歩の
地道な努力から生まれる。努力をしない
で、大きな夢だけを描いていては、いつ
までも単なる夢にとどまります。



大学の本分は学び、そして就職



やらなければならないこと

やれること

やりたいこと



大学の先にある就職
夢を叶えるためには勉強が必要



やらなければならないこと

やれること

やりたいこと

資格や就職試験
にむけた勉強



試験の参考書



本は各200ページ

20回読めば合格する

4年間で合計4000ページ

1日2.7ページ



試験に合格するのに、一日たったの10分程度

仮説



【仮説】論理的に計画的に
がんばっている若者から
子どもは「夢」を学ぶべき
若者が子どもたちに、口だけで
やらない「見本」になってはいけない



西部晴香《2年経済》
ブルーベリーカーボンプロジェクト実行委員長

統計
学
合格

秘書2
合格

行政
SPI
勉強中



昨年12月21日 今年1月3日 今年1月15日

行政職を目指して夢に向かって独自で勉強している仲間《2年生》



髙野葵《1年福祉》
SDGsアンバサダーこども食堂実行委員会

社福
勉強中



昨年12月25日 今年1月3日 今年1月15日

社会福祉士を目指して夢に向かって独自で勉強している仲間《1年生》



大学生活を楽しむのは当たり前

ただ、新入生を受け入れる先輩として

大学生にとって未来のために日々の

「勉強の努力」をしない組織に後輩を巻きこみ

「やらない訓練」を先輩が導いてはいけない

論理的でなく計画的に
がんばっていない先輩から
後輩は「夢」を学べない

先輩が後輩たちに、口だけで
やらない「見本」になってはいけない
大学生の本分は知識と経験を日々積み
「学びの努力」による成長にある



一滴一滴が大河になる

一人一人が人財の一滴のしずく





一人が百するのではなく

百人が一する

1人の100歩より、100人の1歩

一人一人が人財の一滴のしずく



根幹療法《貧困連鎖》



経済の問題は経済でしか解決しない《経済知識の貧困連鎖》

経済なくして福祉なし

例えば
経済問
題

資産運用立国1800万円まで非課税枠(恒久化)



月々5000円
複利５％で計算

定年するまで

経済知識で未来の貧困連鎖を断ち切る

総額270万円

1000万円



みんなの立場になっておもいやりを持ち

未来を正しく読み
対処療法ではなく
根幹療法を模索し
実践していく

一人ではなく、大人も子供もみんなで実践

例えば
まちづ
くり



感謝を探し

話し合う



ただ楽しい友達も大切だけど

一緒に成長する
仲間をつくろう



未来の自分たちの子育て環境



こどもまんなか人財循環プロジェクト
《新》

独自の活動・挑戦

地域
連係

簿記3
合格 秘書2

合格

FP3
勉強中

簿記2
勉強中

司書
勉強
予定

行政
SPI
勉強中

廣瀬彩乃《2年経済》
ブルーベリーカーボンプロジェクト提案者



●不登校問題
●学校内の居場所づくり
●子ども食堂
●放課後の居場所づくり

こどもまんなか教室

●国語・算数等基礎知識
●政治経済知識・ルール
●大学生らとの会話
《フリースクール・塾の運営等も》



こどもまんなか教室

ストップ
貧困連鎖

自己肯定感
醸造

学ぶ力
子育て環境
サポート

政治経済知識 勉強の楽しさ存在意義



こどもまんなか会議

若手
市役所
職員

大学生

中高校
生

若手
社会人



人財の循環に必要なことは
未来を正しく読み
当たり前のことを当たり前にすること

《感謝と思いやりのバトンをつなぐこと》

どんな夢や理想もいきなり成功するとは思っていない
時間をかけて、ゆっくりと努力し、計画を立てて実践



子どもたちは楽しく遊び、楽しく学び、
友達を大切にする

日々の努力による成長
《日々実践する》



人財
循環

将来の夢に向けて勉強し、視野を広げ、
挑戦し、経験を積める若者になる

サポート



若者は将来の夢に向けて勉強し、視野を
広げ、挑戦し、経験を積む

日々の努力による成長
《日々実践する》

未来の

自分



人財
循環

仕事を通じて、自分の為だけでなく、社
会のために貢献する社会人になる

サポート



社会人は仕事を通じて、自分の為だけで
なく、社会のために貢献する

日々の努力による成長
《日々実践する》



人財
循環

親として、楽しく遊び、楽しく学び、友
達を大切にする子どもを育てる

お互いに
刺激成長

成長を
サポート



人財
循環

「努力は天才をも凌駕する」と信じて大学生
として、未来の課題を見つけ、自分たちので
きることを自分たちで考えて解決しています

日々の努力による成長
《日々実践する》



自己責任こそ世界経済ルール

だからこそ、他人に未来を任せるのではな
く、しっかりとまわりの人に頼りながら、
自分たちのできる範囲を広げていく。少し
でも良い未来をみんなでバトンを渡しなが
らつくりたい。



何かをしようかとすれば、無理だという
反対意見が必ずおきる



仮説と検証



未来の可能性から生まれる仮説は過去の
理論では否定できない。新しい仮説は
「勉強」からは生まれない。答えを出せ
ない人、制約条件を固定して考える人の
「できない理由」を勉強していては新し
い仮説はうまれない。



私たちSDGsアンバサダーはどうすればできるのかに仲間と考え実践していきます

仮説と検証の間には長い長い時間《実践》があります

仮説の検証の時は私たちが社会人になり

定年で一線を退くときかもしれません。

大学生として実践し挑戦中です



ご清聴ありがとうございました
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